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作品名、目的

作品名

仮想IPv6照明監視制御システム BX（Building 
eXchange）
目的

BXはIPv6に対応したビル管理システム上のセン
サーネットワークゲートウェイで、松下電工のエミッ
ト・システムに準拠しており、異なる通信方式のセン
サーやデバイスをIPv6によってつなげることを可能
にします。 この技術を活用することで、例えば異な

るビル、異なるビル管理会社、プロトコルが異なるビ
ル設備をIPでつなげることができます。
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今回開発した部分

IPインフラ提供部分

NMAST
Ethernet

照明
センサ

照明

BXBX

LON etc

BX

OS (NetBSD)

汎用的な独自プロトコル汎用的な独自プロトコル

NCU LIU

RS232C RS485

BX

IPv6スタック

NMAST G/W

LON  G/W

???  G/W

NMAST

LonWorks

???

IPデバイス
制御アプリ

ラ
ッ
パ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル

： 今回開発部分

◆実装部分

： 将来的拡張可能部分

・汎用アプリ・汎用アプリ
telnet xx.xx.xx

ON
telnet xx.xx.xx

ON

Telnetでアクセス可能

•現時点で下位のバスはNMASTであるが、その他
の非IPバスに対応が容易となり、オールIPデバイ
スビルの構築の可能性がある。
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IPv6を利用することのメリット

ファシリティデバイスをインターネットへシームレスに
接続

自律分散、協調制御によりきめ細かい制御が可能
になる

柔軟なアプリケーション連携

全世界どこからでもリモートコントロール
インフラにはインターネットが使える

中央監視をアウトソース
集約管理によるコストダウンの実現

オペレーションの統合による管理技術の均一化

プラグアンドプレイの実現により施工コストの低減が
可能
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アピールポイント - 仮想IPv6

デバイス

データＡ

デバイス

データＡ

通信機器
（中継）

デバイス同士で通信し、
自律的に行動することも可能

（通信はセキュア）

ＩＰｖ６ ＩＰｖ６

ＩＰ通信機能を持つデバイスは
遠隔の管理センターと直接、
通信を行い、制御が可能

ＩＰ通信機能を組み込んだデバイス

実質的なＩＰｖ６利用

遠隔からのデバイス制御命令

（制御側では、両者を区別する必要はない）

ＩＰ通信機能は持たない安価なデバイス
（簡易センサ、スイッチ、電灯等）

個々にＩＰｖ６を振るものの、
実際のＩＰｖ６通信は、
制御機器（ゲートウェイ）が
代行する

デバイス

BX

シリアルケーブル

ＩＰｖ６と命令のセットを
見て、デバイスを制御

仮想的なＩＰｖ６利用

デバイス

BX   NonIPデバイスのIP化（仮想IPv6）
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フルIPシステムを仮想的に実現させることで既存システムの有
効活用（共存）が可能になる
既存BAをすべてフルIPに変更することは理想的であるが現実的ではない

既存システムとの共存を考える必要がある

アピールポイント - BXの導入メリット

既存システム
Open BA フルIP

既存システム
Open BA

フルIP

既存システム

×

○

既存システム

フルIP

BX
(IP)

BXによって既存シス
テムがIPデバイスに
見える。

仮想IP

フルIP

・現行保有資産（レガシーデバイス）の活用
・仮想IPv6技術による安価なIPv6化

ほぼ同じ
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アピールポイント - BXの実現する仮想IP

■物理的な接続 ■外部からの見え方

BX

センサ空調機
コントローラ

VAV
コントローラ

操作部

照明
コントローラ

センサ

リレー

センサセンサ

空調機
コントローラ

VAV
コントローラ

操作部

照明

照明1

照明2

照明3

照明4

Ethernet（TCP/IP）

Lo
n
W

o
rks

N
M

A
S
T

Ethernet(TCP/IP)

BXを介することですべてのデバイス
が単独でIPアドレスを持っているかの

ように見える

BXが物理的にはゲートウェイになりサブ
システム毎のプロトコルを吸収する

中央監視 中央監視

BX

※LonWorksは
今回は未実装
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アピールポイント - 仮想IPのモデル
対象デバイスがIDではなくひとつのIPデバイスとしてみえる
現状（ID）として管理

BXの仮想IP管理

ゲートウェイ 照明1

照明22001::9
2001::9
照明1をON

ゲートウェイ 照明1

照明22001::9
2001::9
照明2をON

(1) 照明1を
点灯する

(2) 照明2を
点灯する

BX 照明1

照明2

2001::1
ON

BX 照明1

照明2

2001::2
ON

(1) 照明1を
点灯する

(2) 照明2を
点灯する

2001::9
2001::1  照明1
2001::2  照明2

2001::9
2001::1  照明1
2001::2  照明2
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A棟

B棟自宅

モバイル端末

遠隔メンテナンス
遠隔制御
遠隔監視
直接データ通信

遠隔メンテナンス
遠隔制御
遠隔監視
直接データ通信 監視センター

●汎用パソコンから制御監視が可能
●インターネットを介して遠隔から制御が可能
● IP技術者が独自でセンターシステムを構築可能

想定シーン（１）

双方向通信
Peer-to-Peer通信

インターネット
IPｖ６

■中央監視のアウトソース
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想定シーン（２）

照明、WebカメラをIP連携

Ethernet
(TCP/IP)

フル２線式リモコン(NMAST)

熱線センサ 照度センサ 照明器具
BX

テナント

Office インフラ

IM室

・BXによってIP制御
・監視カメラはWebカメラ

IPv6

InternetInternet

IPv6

ＩＳＰＩＳＰ

SFCSFC

IPv6

空調機器

IP電話

IPv6

監視カメラ

不審者進入通知
空調コントローラ

IPv4

リモコン

自宅

・Messengerのようなツールの活用で状態変化を簡易検知可能
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動作環境

ソフトウェア要件
NetBSD 2.0.2

ハードウェア要件

1GBメモリ

シリアル１（RS232C）

コンパクトフラッシュ

LAN 100Base-TX/10Base-Tインタフェース

Pentium M 1.6GHz以上CPU
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動作結果（１）

全体写真 ■Web画面から照明を制御した結果

ON OFF

Internet

R
R

リレー

E
th

er
ne

t

仮想IPv6ゲートウェイBX

ALLOFFPattern3ffe:1:1:1:1000:0:3a6a

ALLONPattern3ffe:1:1:1:1000:0:3a69

C + DGroup3ffe:1:1:1:1000:0:3a82

A + BGroup3ffe:1:1:1:1000:0:3a81

D個別3ffe:1:1:1:1000:0:3a9c

C個別3ffe:1:1:1:1000:0:3a9b

B個別3ffe:1:1:1:1000:0:3a9a

A個別3ffe:1:1:1:1000:0:3a99

照明IPv6アドレス

A

B
C

D

A  B  C  DA  B  C  D
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動作結果（２）

汎用アプリケーションの動作結果

ON

OFF

bx@bx:~% telnet 2001:380:112:1:1:1000:0:3a99 
20001
Trying 2001:380:112:1:1:1000:0:3a99...
Connected to 2001:380:112:1:1:1000:0:3a99.
Escape character is '^]'.
HELO
200 OK
AUTH CLR hirake goma
200 OK
VSET SWPWR T
200 
VLST
200 SWPWR
VGET SWPWR
200 T
VSET SWPWR F
200 
VGET SWPWR
200 F
QUIT
200 OK
Connection closed by foreign host.

■ Telnetでアクセスしたときの動作結果


